
２～４	 平成21年度一般会計当初予算の概要
	 ５	 市制施行60周年記念事業を実施します
	 ６	 定額給付金を給付します
	 ７	 子育て応援特別手当を支給します
	 １６	 写真館
	 １８	 広場
	 ２０	 催し・募集

元気な行田  輝く未来へ！
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百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
世
界
的
な
金
融
危
機
に
よ
る
景

気
後
退
が
続
く
中
で
、
日
本
経
済
は
例
年
に
な
い
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

国
で
は
、
「
安
心
と
活
力
あ
る
社
会
」
の
実
現
の
た
め
、

暮
ら
し
の
安
心
、
金
融
・
経
済
の
安
定
強
化
、
地
方
の
底
力

の
発
揮
と
い
っ
た
喫
緊
の
重
要
課
題
に
対
し
、
予
算
配
分
を

重
点
化
す
る
と
と
も
に
、
徹
底
し
た
歳
出
改
革
に
よ
り
、
予

算
の
一
層
の
効
率
化
・
合
理
化
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
編
成
さ
れ
た
行
田
市
の
平
成
21
年

度
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
政
健
全
化
を
市
政
運
営
の
最

重
要
課
題
に
掲
げ
、
元
気
な
行
田
、
安
心
・
安
全
な
行
田
を

創
る
た
め
、
福
祉
や
健
康
、
教
育
、
産
業
振
興
な
ど
、
真
に

必
要
な
事
業
に
予
算
を
重
点
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

　

厳
し
い
財
政
環
境
が
続
く
中
、
地
方
自
治
体
は
、
身
の
丈

に
合
っ
た
事
業
を
推
進
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
の
構
築
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
水
と
緑

個
性
あ
ふ
れ
る
文
化
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

元
気
な
行
田
、
安
心
・
安
全
な

　
　
　
　

 
行
田
の
実
現
に
む
け
て

行
田
市
長　

　
　

工 
藤　

 

正 

司

歳入・歳出のポイント歳入・歳出のポイント

　一般会計の予算規模は、前年度比△4.3％、額にして10億3,000万円の減となりました。
これは、景気後退の影響を受け、税収が大幅に減少し、歳入規模が縮小していることや、前
年度においては、大規模事業費（南大通線街路事業）が計上されていたためです。

　市税収入は、景気後退の影響による個人所得の減少
や企業収益の悪化、設備投資の減少などが見込まれる
ことから、前年度比△5.5％、額にして6億4,170万9
千円の大幅減となりました。
　地方交付税は、生活防衛のための緊急対策に基づく
特別加算措置が講じられたことなどから、前年度比
7.6％、2億4,000万円の増額計上となりました。
　市債は、将来の財政負担の軽減を図るため、事業を
厳選するとともに合併特例債をはじめとした有利なも
のを活用します。発行総額は、前年度比△4.1％、20億
8,130万円の計上となりました。なお、このうち、普
通交付税の振替措置として発行する臨時財政対策債が、
税収減による地方財政の大幅な財源不足の影響により、

前年度と比べて4億1,700万円増の11億7,200万円を占めています。
　繰入金では、財源不足を補うため、財政調整基金から3億円（前年度比1億円の減）の取り崩しを行い
ますが、将来的な財政運営の観点から取り崩しを最小限に抑えました。

歳　入

歳 出
22,800,000
（単位：千円）

民生費
6,951,714
（30.5%）

土木費
3,316,837
（14.5%）教育費

3,176,341
（13.9%）

総務費
2,863,999
（12.6%）

公債費
2,845,425
（12.5%）

その他
667,918
（2.9%）

商工費
384,038
（1.7%）

消防費
1,030,005
（4.5%）

衛生費
1,563,723
（6.9%）

歳 入
22,800,000
（単位：千円）

市税
10,940,719
（48.0%）

地方交付税
3,400,000
（14.9%）

市債
2,081,300
（9.1%）

国庫支出金
1,830,469
（8.0%）

その他
1,640,978
（7.2%）

県支出金
1,179,076
（5.2%）

繰越金
450,000
（2.0%）諸収入

497,458
（2.2%）

地方消費税交付金
780,000
（3.4%）

　歳入財源が縮小し、厳しい財政環境が続く中、引き続き、行財政改革に取
り組むとともに、限られた財源の有効活用に努めました。
　また、財政健全化の一環として、公的資金の繰上償還に係る補償金免除制
度を活用し、過去に借入れた高金利（5％以上7％未満）の市債について、
一般会計で4,988万9千円、下水道事業会計で6億6,491万5千円の繰上償
還を実施し、利子負担の軽減を図ってまいります。
　歳出の中でもっとも多いのは、全体の30.5％を占める民生費で、前年度
比4.6％の増、69億5,171万4千円の計上となっています。子ども医療支
給事業や放課後児童対策事業などの子育て支援対策をはじめ、高齢者福祉や
障害者福祉対策事業などに予算の優先配分を行いました。
　続いて土木費が14.5％を占め、前年度比△22.9％、33億1,683万7千
円、その次が教育費で、前年度比1.1%の増、31億7,634万1千円の順と
なっています。

歳　出
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　一般会計当初予算の概要

快
☆印は新規事業

適で住みよいまちをつくる

○生活道路整備事業　265,800千円
　市内各所における生活に密着した道路の改良や舗装、側溝整備
　などを行います。

○排水路等整備事業　147,071千円
　緑町地区出水対策事業、市内各所の側溝・排水路改良工事を行
　います。

○公園維持管理事業　140,440千円
　各所公園の整備工事、管理委託および清掃委託や公園施設長寿命化計画の策定などを行います。

○森づくり環境再生事業　2,700千円
　自然環境の保全の重要性を次世代に伝えるため、親子による植樹祭を昨年に引き続き行います。

○消防施設整備事業　144,849千円
　消防ポンプ自動車の更新や消防団庁舎の整備などを行います。

☆生活排水処理基本計画の策定　7,800千円
　下水道や合併処理浄化槽などの生活排水処理施設の整備に関する基本計画を
　見直します。

健 康で幸せなまちをつくる

○トータルサポート推進事業　2,432千円
　総合的な福祉サービスを提供するとともに、地域福祉への
　住民参加の支援や虐待防止事業などを行います。

☆総合福祉会館中庭改修工事（ものつくり大学連携事業）　5,260千円
　総合福祉会館中庭にリハビリテーション機能を備えた空間を創出します。

○地域子育て支援拠点事業　21,730千円
　子育て支援センターやつどいの広場において、子育て親子が気軽に集い、交流や情報

交換を行う場を提供します。

☆第３子以降子育て家庭支援給付事業　2,142千円
　第３子以降の子どもを育てる家庭に対し、子育てジョイ事業などの協賛店舗で利用で

きる商品券を支給します。

○子ども医療支給事業　200,000千円
　中学校就学前までの通院費用と中学校卒業までの入院費用の助成を行います。

○自動体外式除細動器（ＡＥＤ）設置事業　1,173千円
　公共施設に５５台設置済のＡＥＤを新た
　に地域公民館４館と郷土博物館に配備し
　ます。

○妊婦一般健康診査事業　50,108千円
　妊婦の方にかかる健康診査の公費負担を
　５回から１４回に拡大します。

○介護保険事業　4,486,955千円
　第４期行田市介護保険事業計画に基づき、
　高齢者の方の自立を支援するため、各種
　の介護給付事業や介護予防事業などを行
　います。

昨年に引き続き親子による植樹祭を開催します

総合福祉会館でのリハビリ風景

今年度は５施設に設置します

リハビリ機能を備えた場として
改修される総合福祉会館の中庭
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心 ふれあうまちをつくる
☆コミュニティセンターみずしろ改修事業  21,500千円
　コミュニティ活動の促進と利用者の方の利便性
の向上を図るため、施設の改修を行います。

☆市制施行60周年記念事業（実行委員会交付金） 8,000千円
　市制施行60周年を記念し、NHK公開番組の実施
や「行田の偉人」学習事業、「第九演奏会」を
はじめとする各種の市主催事業や市民提案記念
事業を行います。

☆総合振興計画策定事業　7,958千円
　平成23年度から平成32年度までのまちづくりの指
針となる第5次総合振興計画を2カ年で策定します。

会計別の当初予算額
会　　計　　名 平成21年度 平成20年度 増減額 増減率（％）

一　般　会　計 22,800,000 23,830,000 △ 1,030,000 △ 4.3

特

別

会

計

国　　　　　　保 8,522,769 8,473,494 49,275 0.6

下　　水　　道 3,026,789 3,165,140 △ 138,351 △ 4.4

交 通 災 害 共 済 24,281 25,657 △ 1,376 △ 5.4

老　人　保　健 14,283 892,208 △ 877,925 △ 98.4

長野土地区画整理 124,608 125,808 △ 1,200 △ 1.0

介　護　保　険 4,486,955 4,082,484 404,471 9.9

南河原地区簡易水道 133,087 137,135 △ 4,048 △ 3.0

後期高齢者医療 669,175 701,939 △ 32,764 △ 4.7

小　　　　　　計 17,001,947 17,603,865 △ 601,918 △ 3.4

公営企業会計（上水道） 2,618,544 2,667,450 △ 48,906 △ 1.8

合　　　　　　計 42,420,491 44,101,315 △ 1,680,824 △ 3.8

（単位：千円）

個 性を伸ばす教育と
文化を育てるまちをつくる
○少人数学級の編制　141,551千円
　27人の市費負担教職員を採用し、小学校1
年生から3年生までおよび中学校全学年を対
象として少人数学級編制を行います。

○小学校英語活動推進事業（「元気なぎょうだ」
のびのび英語教育事業）　5,260千円

　本市独自のカリキュラムの策定や教材を作成
することにより、全小学校で英語教育活動を
行います。

○寺子屋事業（未来の行田を担う子ども育成事業）
6,000千円

　お年寄りの知恵や経験を生かして、地域の良
さや日本の伝統・文化を子供たちに伝えるな
ど、特色ある教育活動を行います。

○小中学校施設整備事業　264,073千円
　南河原小学校屋内運動場耐震補強および改修
工事、桜ヶ丘小学校校舎外部改修工事、埼玉
中学校校舎外部改修工事のほか、全中学校の
普通教室などに扇風機を設置します。

☆（仮称）桜ヶ丘公民館建設事業  117,180千円
　地域における生涯学習活動の拠点として、
（仮称）桜ヶ丘公民館の建設用地の取得を行
います。

☆多目的広場整備事業　16,000千円
　市民の健康増進のため、西部地区および長野地区
にグラウンドゴルフ場をはじめとしたさまざまな
用途で使用できる多目的広場を整備します。

耐震補強・改修工事が行われる南河原小学校屋内運動場

産 業を振興し、
豊かなまちをつくる
○中小企業者等への各種融資資金利子補給事業

5,700千円
　中小企業事業者のための事業資金の各種貸付
金について、完済利息の一部を利子補給する
とともに、より低利率の貸付制度を実施する
ため、金融機関に対する利子補給を行います。

○住宅改修資金補助事業　5,500千円
　市内施工業者により持ち家の改修工事を行っ
た市民の方に対する工事費の補助を3年間
（平成23年度まで）延長します。

○地産地消推進事業　1,426千円
　行田在来青大豆の普及・促進活動を行うとと
もに、地元農産物の直売所マップやのぼり旗
を作成し、地産地消の推進体制を整備します。

☆観光ガイドステーション運営委託事業　
1,450千円

　足袋蔵まちづくりミュージアムにおいて、観光情
報の提供や特産品の紹介・あっせんを行います。

☆見処案内所運営委託事業　400千円
　市内の登録店舗などにおいて、観光情報の提
供や休憩スペース、トイレの提供を行います。

○行田ブランドPR事業　3,555千円
　フライ・ゼリーフライの全国ブランド化を目
指し、B級グルメ大会を開催するとともに、
フライ・ゼリーフライの販売店舗マップやの
ぼり旗を作成します。

観光情報や特産品を紹介する足袋蔵まちづくりミュージアム

▶問い合わせ　財政課財政担当（内線326）
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市制施行60周年記念事業を
実施します

市制施行60周年記念事業を
実施します

市制施行60周年記念事業を
実施します

元気な行田 輝く未来へ！
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　行田市は、5月3日に市制施行60周年を迎えます。この大きな節目はこれまでの行田市の集大成で
あり、また、輝かしい未来に向けての新たなスタートでもあります。
　この記念すべき60周年を迎えるにあたり、これまでの本市の歩みを振り返りながら、さらなる躍
進に向けて、市民の皆さんと共に祝う33の記念事業を、年度を通じて実施します。奮ってご参加く
ださい。

事　　業　　名 時　　　期 場　　　所

行田の歴史を見つめなおす！「行田の偉人」学習事業 4月1日～平成22年3月31日 市内各小学校、各地域公民館など

NHK BS2「ごきげん歌謡笑劇団」公開録画   4月14日 産業文化会館

白河・桑名・行田サミット ( 協賛事業 )   5月4日 みらい

( 仮称 ) 蓮サミット    7月(予定) みらい(予定)

( 仮称 ) 太鼓フェスティバル  未　　定 産業文化会館(予定)

記念式典～市制施行 60 周年・文化の日記念式典～ 11月3日 みらい

第 2 の市の花の選定（行田蓮） 平成21年度中に制定 　

市主催事業
　特に取り組むべく事業として市が実施するものです。

事　　業　　名 時　　　期 場　　　所

市制施行 60 周年記念「第九演奏会」 11月29日 産業文化会館

いのち輝く水辺の再生をめざして キタミソウ PR 大作戦  11月(予定) 星川流域自生地、古代蓮会館（予定）

浮き城のまち“童まつり” 平成22年3月(予定) 国道125号線「童銅人形」を
拠点とした市中心部(予定）

市民提案記念事業
　市民、団体などが主体となって実施するものです。

事　　業　　名 時　　　期 場　　　所

第 25 回行田市鉄剣マラソン大会   4月5日 古代蓮の里

田んぼアート米づくり体験事業 5月～11月（田植えから刈り取りまで） 古代蓮の里東側水田

写真で振り返る「行田市の 60 年」 7月4日～8月30日 郷土博物館

第 59 回市民体育祭 10月25日 総合公園自由広場

B 級グルメ大会  未　定 未　定

冠事業
　例年実施している事業の中で、記念事業としてふさわしい23の事業に冠をつけてより盛大に行うものです。

※冠事業は他にも多くのものがありますが、実施時期に合わせ、随時、市報ぎょうだおよび市ホームページなどで周知します。
※記念事業の全体像をまとめた実行プランは市ホームページなどでご覧いただけます。

▶問い合わせ　企画政策課企画担当（内線308）
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白
河
市
・
桑
名
市
・
行
田
市
の
３
市
は
、
江
戸
時
代

の
「
三
方
国
替
え
」
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
平
成
10
年

に
友
好
都
市
を
締
結
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
提
携
・

交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
３
市
の
市
長
が

出
席
し
、
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
４
日
㈪ 

正
午
開
場　

午
後
０
時
30
分

　

開
会　

午
後
３
時
30
分
閉
会

▼
場
所　

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー「
み
ら
い
」文
化
ホ
ー
ル

▼
内
容

【
第
１
部
】
記
念
講
演

　

講
師
・
和
田
竜
さ
ん
（
歴
史
小
説
「
の
ぼ
う
の
城
」

　

著
者
）　

【
第
２
部
】
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

　

○
テ
ー
マ
「
歴
史
と
観
光
」　

　

○
パ
ネ
ラ
ー　

白
河
市
長
、
桑
名
市
長
、
行
田
市
長

▼
入
場
料　

無
料
（
先
着
順
）

▼
そ
の
他　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
、
和

　

田
竜
さ
ん
の
サ
イ
ン
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
主
催　

行
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

▼
共
催　

行
田
市

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

　

☎
５
６
４―

３
０
０
１

 

白
河
・
桑
名
・
行
田
サ
ミ
ッ
ト　

　
　
　
　
　

     

を
開
催
し
ま
す

市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

定額給付金を給付します定額給付金を給付します
　景気後退下での生活者の不安に対処するため、家計への緊急支援とともに、地域での消費を増
やし景気を下支えする経済効果を計るため「定額給付金」を次のとおり給付します。

▶給付対象者　平成21年2月1日（基準日）現在、行田市の住民基本台帳または外国人登録原票に登録されている方
	 ※平成21年2月1日（基準日）以前に、住民票を消除されていた方は、住民基本台帳に記録する手

　続きが必要となりますのでご相談ください。
	 ※外国人登録原票登録者のうち短期滞在者・不法滞在者・在留期間が経過している方については給

　付されません。定住者（長期滞在者）で在留期間の更新手続きがされていない方は更新手続きが
　終了しなければ給付されません。

▶給付金受給者　世帯の給付金の合計金額を世帯主に給付します。なお、外国人については本人に給付します。
▶給　付　額

▶受 付 期 間　平成21年4月1日～10月1日
	 ※平成21年10月1日までに申請書の提出が無い場合は、受給資格が喪失しますのでご注意ください。
▶申 請 方 法　①申請書類「定額給付金給付申請書（請求書）」
	 ②添付書類「振込先金融機関の通帳の写し」
　　　　　　　　　　　　「本人を確認できる書類の写し」
　　　　　　　　　　　  　※本人を確認できる書類（運転免許証、パスポート、住基カード、外国人登録証明書など）	

③提出方法　同封の返信用封筒で返送してください。
　　　　　　　※詳しくは、皆さんのお手元に郵送された「定額給付金給付申請書類」でご確認ください。
▶給 付 方 法　申請いただいた金融機関の口座へ振込

　ご注意ください！給付金詐欺

　　定額給付金の給付を装った詐欺が発生しています。中には市役所の名前をかたり文書を送りつけるなど、悪質
　なものもありますのでご注意ください。
▶問い合わせ　企画政策課定額給付金担当（内線206）　

給付対象者の生年月日 定額給付金給付額

昭和19年2月2日以前に生まれた方 20,000円

昭和19年2月３日から
平成 2年2月1日までに生まれた方 12,000円

平成2年2月2日以後に生まれた方 20,000円



■2009.4.1  ■行田市役所／TEL556-1111

7

　

消
防
本
部
で
は
、
携
帯
電
話
・
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
か
ら
の

１
１
９
番
通
報
の
際
に
、
音
声
通
話
と
併
せ
て
通
報
者
の

発
信
位
置
が
自
動
的
に
電
子
地
図
上
に
表
示
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

▼
対
象
と
な
る
電
話

 

【
携
帯
電
話
】
高
速
デ
ー
タ
通
信
対
応
の
機
種

 

【
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
】
Ｉ
Ｐ
電
話
お
よ
び
直
収
電
話（
０
５
０

　

で
始
ま
る
電
話
番
号
を
除
く
）

▼
通
知
さ
れ
る
位
置
情
報

 

【
携
帯
電
話
】緊
急
通
報
を
受
信
し
た
基
地
局
所
在
地
な
ど

か
ら
算
出
さ
れ
た
位
置
情
報
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
測
位
方
式
対
応
機

種
に
つ
い
て
は
、
よ
り
精
度
の
高
い
Ｇ
Ｐ
Ｓ
測
位
情
報
が

通
知
さ
れ
ま
す
。

 

【
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
】
住
所
お
よ
び
氏
名
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

▼
注
意
事
項

・
携
帯
電
話
の
機
能
、
そ
の
他
の
条
件
に
よ
り
位
置

情
報
が
十
分
確
認
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

１
１
９
番
通
報
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
口
頭

で
住
所
な
ど
の
通
報
位
置
や
目
印
と
な
る
目
標
物
な
ど

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

・
対
象
と
な
る
電
話
か
ら
の
通
報
で
あ
っ
て
も
、「
１
８
４
」

が
付
加
さ
れ
た
発
信
者
番
号
非
通
知
の
場
合
は
、
位
置

情
報
が
通
知
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
消
防
本
部
な
ど

に
お
い
て
緊
急
に
位
置
情
報
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し

た
と
き
（
人
の
生
命
、
身
体
な
ど
に
差
し
迫
っ
た
危
険

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
通
報
内
容
か
ら
直
ち
に
位
置
情

報
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
）
に
は
、
や
む
を
え

ず
位
置
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

消
防
署
指
令
室
☎
５
５
６―

３
０
０
５

  

１
１
９
番
緊
急
通
報

  

「
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
」を
導
入
し
ま
し
た

　国の緊急措置として、次の要件に該当する世帯の世帯主に「子育て応援特別手当」
を支給します。支給額は対象となる子ども1人につき36,000円です。

　4月10日ごろに申請書類を発送します。世帯内に対象
となる子どもがいるにもかかわらず、申請書が送られてこ
ない場合には必ず問い合わせください。

▶問い合わせ　企画政策課定額給付金担当（内線206）　

▶対象となる子ども　
　次の①②③すべてに該当する場合のみ対象となります。
　①「平成2年4月2日から平成17年4月1日生まれ」ま

での子どもが世帯内に2人以上いる。
　② 第2子以降の子どもが「平成14年4月2日から平成

17年4月1日生まれ」に該当する。
　③ ②に該当する子どもが、平成21年2月1日（基準

日）において、行田市の住民基本台帳または外国人
登録原票に登録されている。

　※外国人登録原票登録者のうち短期滞在者・不法滞在者・在留
期間が経過している子どもについては対象となりません。

▶支給対象者
　・「対象となる子ども」が属する世帯の世帯主で、平成

21年2月1日（基準日）において、行田市の住民基本
台帳または外国人登録原票に登録されている方

　※外国人登録原票登録者のうち短期滞在者・不法滞在
者・在留期間が経過している方については支給されま
せん。定住者（長期滞在者）で在留期間の更新手続き
がされていない方は更新手続きが終了しなければ支給
されません。

　※上記の要件に該当する世帯の世帯主の方あてに、「子
育て応援手当給付申請書」を郵送します。

▶受付期間
　4月15日（水）〜10月15日（木）　
　※平成21年10月15日までに申請書の提出が無い場合

は、受給資格が喪失しますのでご注意ください。

★支給対象かどうかチェックしてみましょう★

あなたの世帯に「平成2年4月2日から平成17年4
月1日生まれ」までの子どもが2人以上いますか？

　□ い　る　    □ い な い
　     

支給対象となりません (終了)

子どものうち第2子以降の子どもが「平成14年4月2
日から平成17年4月1日生まれ」に該当しますか？

その第2子以降の子どもが、平成21年2月1日
（基準日）において、行田市の住民基本台帳ま
たは外国人登録原票に登録されていますか？

　□ 該当する　    □ 該当しない
　     

支給対象となりません (終了)

　□ い　る　    □ い な い
　     

支給対象となりません (終了)

あなたの世帯には支給対象
となる子どもがいます。
申請してください。
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差
別
の
な
い
明
る
い
人
権
尊
重
社
会
の
実

現
は
、
誰
も
が
願
う
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、

残
念
な
こ
と
に
平
成
20
年
７
月
に
羽
生
市
内

の
病
院
内
に
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
で
次

の
よ
う
な
同
和
問
題
の
差
別
発
言
事
件
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

羽
生
市
在
住
の
Ａ
さ
ん
（
86
歳
の
女
性
）

は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
、
週
２

回
ほ
ど
セ
ン
タ
ー
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
行
田
市
在
住
の
Ｂ
さ
ん
（
87
歳
・
女

性
）
と
出
会
い
世
間
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

話
を
し
て
い
る
中
で
、
同
じ
く
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
に
来
て
い
る
人
を
、
４
本
指
を

出
し
て
「
あ
の
人
も
こ
れ
だ
よ
」
と
Ａ
さ
ん

に
話
し
た
の
で
す
。
そ
れ
も
１
度
で
は
な
く

何
度
か
そ
う
し
た
発
言
を
繰
り
返
し
た
の
で
、

Ａ
さ
ん
は
Ｂ
さ
ん
に
、
そ
う
し
た
発
言
は
差

別
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
言
わ
な
い
と
約
束
し
、
そ
の
後
は

そ
う
し
た
発
言
は
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
で
も
同
和
問
題
に
対
す

る
差
別
意
識
は
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
問
題
の
解
決
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

人
権
問
題
に
つ
い
て
よ
り
一
層
の
理
解
を
深

め
、
自
ら
の
意
識
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

同
和
問
題
と
は
、
部
落
差
別
の
問
題
で
あ

り
、
江
戸
時
代
の
封
建
社
会
の
中
で
固
定
化

さ
れ
た
身
分
制
度
に
由
来
す
る
も
の
で
す
。

明
治
に
入
っ
て
か
ら
そ
の
身
分
が
廃
止
さ
れ

た
も
の
の
、
そ
の
後
も
偏
見
に
基
づ
い
た
差

別
を
受
け
、
国
民
す
べ
て
の
人
々
が
憲
法
に

よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
基
本
的
人

権
が
侵
害
さ
れ
る
と
い
う
、
深
刻
に
し
て
重

大
な
社
会
問
題
で
す
。

　

同
和
対
策
審
議
会
答
申
（
昭
和
40
年
）

の
中
で
は
、
多
種
多
様
な
形
で
現
れ
る
部

落
差
別
を
、
心
理
的
差
別
と
実
態
的
差
別
の

二
つ
に
大
別
し
て
い
ま
す
。
心
理
的
差
別
と

は
、
人
々
の
観
念
や
意
識
の
内
に
あ
る
差
別

で
あ
り
、
封
建
的
身
分
の
賤せ

ん
し
ょ
う称(

身
分
の
差

別
呼
称)

を
使
っ
て
侮
辱
し
た
り
、
偏
見
に

よ
っ
て
交
際
や
結
婚
、
就
職
な
ど
を
拒
ん
だ

り
と
い
っ
た
行
動
に
現
れ
る
差
別
で
す
。
一

方
、
実
態
的
差
別
と
は
、
生
活
環
境
や
教
育

な
ど
、
人
々
の
生
活
の
上
に
現
れ
て
い
る
差

別
の
こ
と
で
す
。
こ
の
心
理
的
差
別
と
実
態

的
差
別
は
、
相
互
に
作
用
し
あ
っ
て
差
別
を

助
長
す
る
結
果
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
非
合
理
な
因
習

的
差
別
意
識
が
、
現
在
で
も
一
部
に
根
強
く

残
っ
て
い
ま
す
。
因
習
を
無
批
判
に
受
け
入

れ
る
の
で
は
な
く
、
冷
静
に
科
学
的
に
判
断

し
て
、
自
分
の
周
囲
に
あ
る
差
別
や
偏
見
に

気
付
き
、
そ
れ
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
差

別
の
な
い
人
権
尊
重
社
会
実
現
の
第
一
歩
と

な
る
の
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

人
権
推
進
課
（
内
線
２
２
１
）

行田市男女共同参画推進審議会の
委員を募集します

　新たな「ぎょうだ男女共同参画プラン」の策定にあ
たり、広く皆さんのご意見を反映するため、委員を募
集します。

▶応募資格　満18歳以上の市内在住・在勤・在学の
方で、平日昼間の会議（年に4回開催予
定）に出席できる方。ただし、次に掲げ
る方は除きます。

	 ⑴応募日現在、すでに本市の審議会など
　の委員の職にある方

	 ⑵市職員および市議会議員
▶募集人員　3人
▶任　　期　委嘱した日から2年間
▶応募方法　住所・氏名・年齢・性別・電話番号およ

び応募理由200字程度を記入した書類
（様式自由）を直接または郵送で提出し
てください。（〒361－0032行田市佐
間3－23－6 行田市男女共同参画推進セン
ター「VIVAぎょうだ」）

▶締め切り　5月30日(土)必着
▶選考方法　書類選考のうえ決定し、全員に結果をお

知らせします。
▶問い合わせ　同センター☎556－9301  FAX556
　　　　　　－9310

　行田市の観光資源などを市内外にＰＲし、市のイメージ
アップや観光振興を図るとともに、観光客の誘致や行田ファ
ンの拡大など、地域活性化を推進するため、「行田市観光サ
ポーター」を募集します。

▶応募資格　本市に愛着を持ち、行田の良さや情報を広く発信
していただける方　

▶委嘱期間　委嘱した日から２年間
▶役　　割　①市の提供する観光パンフレットや観光名刺など

　を使用し、さまざまな機会をとらえて市の魅力
　を積極的にＰＲする

　　　　　　②市が主催するイベントや祭典への協力
　　　　　　③その他本市の観光振興に関することへの協力
▶募集人員　20人程度
▶報　　酬　無償
▶応募方法　市ホームページおよび商工観光課にある所定の応

募用紙に必要事項を記入のうえ、４月30日（木）
までに郵送（当日消印有効）、ＦＡＸまたはEメー
ルで応募ください。【郵送】〒361－8601 行
田市本丸２－５　行田市商工観光課観光担当

　　　　　 【FAX】553－5063【Eメール】syoko@city.
gyoda.lg.jp

▶選考方法　選考委員会において選考後に決定し、応募者全員
に結果をお知らせします。

▶問い合わせ　同課観光担当（内線382）

行田市観光サポーターを募集します
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▼
縦
覧
期
間　

４
月
７
日
㈫
～
21
日
㈫　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）

▼
縦
覧
場
所　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

▼
内
容　

行
田
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更

（
行
田
市
決
定
）
に
つ
い
て

　

○
長
野
地
区
地
区
計
画
の
変
更

　

こ
の
都
市
計
画
案
に
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
意
見
書
の
提
出　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
用

意
し
て
あ
る
意
見
書
を
４
月
７
日
㈫
～
21
日
㈫

（
必
着
）
に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
同
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
意
見
書
を
提
出
で
き
る
方
は
、
市
内
在
住
の

　

方
ま
た
は
利
害
関
係
人
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
内
線

３
５
５
・
３
５
９
）

▼
問
い
合
わ
せ　

防
災
安
全
課
交
通
担
当
（
内

線
２
８
４
）

　

一
桜
親
交
会
（
五
十
幡
豊
彦
会
長
）
で
は
、

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い

る
平
成
20
年
度
宝
く
じ
助
成
を
受
け
て
、
さ
さ

ら
獅
子
舞
の
獅
子
頭
の
修
繕
と
獅
子
舞
衣
装
を

購
入
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
地
域
住
民
の
自
主

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
と
自
治
意
識

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
に
助
成
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
同
会
は
今
後
、
こ
れ
ら
を
使
用

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

生
活
課
市
民
生
活
担
当
（
内

線
２
５
１
）　

　

新
し
く
学
校
や
幼
稚
園
に
通
う
子
供
た
ち
は
、

道
路
を
歩
く
こ
と
に
慣
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
交
通
事
故
の
多
く
は
自
宅
周
辺
の

道
路
で
起
き
て
い
ま
す
。
車
を
運
転
し
て
、
学

校
・
住
宅
街
・
公
園
な
ど
の
近
く
を
通
る
と
き

は
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
道
路
で
遊
ん
で
い

る
子
ど
も
や
急
に
飛
び
出
し
て
く
る
子
ど
も
が

い
な
い
か
、
よ
く
確
認
し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

　

道
路
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら

次
の
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

○
道
路
は
遊
ぶ
場
所
で
は
な
い
こ
と

○
公
園
や
広
場
な
ど
安
全
な
場
所
で
遊
ぶ
こ
と

  

子
供
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら

　
　
　
　
　

    

守
り
ま
し
ょ
う

  

さ
さ
ら
獅
子
舞
で
地
域
の

            

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

　行田市は、今年市制施行60周年を迎えます。そこ
で、行田市の魅力を感じていただくため、今月号から
来年3月号まで行田にまつわるクイズを出題します。
毎月全問正解者の中から抽選で、市内で採取した行田
のおいしい水「古代蓮の雫」1ケース（500 mlペッ
トボトル24本入り）を1人に、郷土博物館と古代蓮
会館の入館券（各2枚）をセットにして5人にプレゼ
ントします。クイズに答えてあなたも行田ものしり博
士になりましょう。

問1　行田市が市制を施行したのはいつでしょう？
　Ⓐ昭和23年　　Ⓑ昭和24年　　Ⓒ昭和25年

問2　古代蓮の里をスタートし、さきたま古墳公園周辺
を駆け抜けるマラソン大会の名前は何でしょう？

　Ⓐ鉄剣マラソン　Ⓑ鉄拳マラソン　Ⓒ探検マラソン

問3　市制施行60周年のキャッチフレーズは？
　Ⓐ元気な行田 輝く未来へ！　　Ⓑ未来にはばたく

都市(まち) 行田　　Ⓒ元気なまち 輝く行田！

▶応募方法　①クイズの答え②住所③氏名④電話番号
を明記し、はがきまたはＥメールで広報広聴課「行
田ものしり博士クイズ4月号」係。

	 【はがき】〒361－8601行田市本丸2－5 
	 【Ｅメール】kohoquiz@city.gyoda.lg.jp
▶応募要件　応募は一人一通　
▶締め切り　4月30日（木）（必着）
▶そ の 他　全問正解者多数の場合は抽選とします。

当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていた
だきます。「古代蓮の雫」の当選者には引換券を送
付します。なお、正解は市報ぎょうだ6月号で発表
します。

▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

　

都
市
計
画
案
の

　
　
　
　
　

縦
覧
を
行
い
ま
す

さきたま古墳公園さきたま古墳公園

武
蔵
水
路

武
蔵
水
路

行
田
市
消
防
署

消
防
本
部

行
田
市
消
防
署

消
防
本
部

東小学校東小学校

対象区域

修繕を終えた獅子頭と新たに購入した獅子舞衣装
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お
子
さ
ん
を
連
れ
て
、
安
心
し
て
気
軽

に
市
役
所
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

市
役
所
ロ
ビ
ー
に
「
授
乳
室
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
場
所　

本
庁
舎
１
階
・
埼
玉
り
そ
な
銀

行
Ａ
Ｔ
Ｍ
脇

▼
問
い
合
わ
せ　

財
政
課
管
財
担
当
（
内

線
３
２
７
）

　

３
月
31
日
か
ら
、
新
た
に
次
の
区
域
で

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
の
皆
さ

ん
は
、
お
早
め
に
下
水
道
の
使
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
整
備
さ
れ
た
区
域
〉

忍
１
丁
目
の
一
部
、
矢
場
１
丁
目
の
一
部
、

大
字
持
田
の
一
部
、
持
田
１
丁
目
の
一
部

▼
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
☎
５
６
４―

０
３
０
３

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
義
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
収
入
が
な
く
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
学
生
に
は
在
学
期
間
中
の
保

険
料
が
後
払
い
で
き
る「
学
生
納
付
特
例
制

度
」が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象　

大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
お

よ
び
夜
間
・
通
信
制
課
程
な
ど
の
学
生
で
、

本
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定
限
度
額
以
下
の

学
生

▼
猶
予
期
間　

平
成
21
年
４
月
～
平
成
22
年

３
月

▼
申
請
方
法　

年
金
手
帳
、
学
生
証
の
写
し

ま
た
は
在
学
証
明
証
を
持
参
の
う
え
、
保
険

年
金
課
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
代
理
の
方
に
よ
る
手
続
き
は
身
分
証
明
書

と
印
鑑
が
必
要
で
す
）

※
申
請
書
の
「
在
学
予
定
期
間
」
欄
に
記
入

し
た
方
は
、
４
月
以
降
に
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
届
く
は
が
き
を
返
信
す
る
こ
と
で

翌
年
度
の
申
請
手
続
き
が
終
了
し
ま
す
。

た
だ
し
、
２
月
以
降
に
手
続
き
さ
れ
た
方

は
市
役
所
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
そ
の
他　

特
例
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
満
額
の
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
も
、
卒
業
後

は
忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
国
民
年
金
担

当
（
内
線
２
７
０
・
２
７
５
）

  

市
役
所
ロ
ビ
ー
に

   

授
乳
室
を
設
置
し
ま
し
た

  

公
共
下
水
道
供
用（
下
水
の
処
理
）

 　

 

区
域
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

 

ご
存
じ
で
す
か　

 

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制
度

　今年度に実施する田んぼアートの図案を募集したところ、83点の応募があり、
厳正な審査の結果、次の方々が入賞されました。
　最優秀作品として金賞に選ばれた図案は、「田んぼアート図柄」として採用さ
れ、今年も「古代蓮の里」東側にもう一つの古代蓮を咲かせます。

金　賞　青柳謹一さん（川越市）　　　　　銅　賞　桜井藤代さん（行田市）
銀　賞　永石　昇さん（さいたま市）　　　　　　　佐々木六男さん（加須市）
　　　　吉田　恵さん（小川町）　　　　　　　　　藤原正宜さん（加須市）

※図案の文字、図柄は一部修正・
補正することがあります

▶問い合わせ　
　田んぼアート米づくり体験

事業推進協議会事務局
  （農政課内・内線387）

金賞：青柳謹一さんの作品

▶期　　日　６月７日（日）雨天決行
▶場　　所　古代蓮の里東側の田んぼ
▶内　　容　午前中２時間程度の田植え
▶応募資格　年齢や性別、市内・市外問わずどなたでも参加できます。
▶参 加 費　高校生以上1,000円、中学生以下500円（昼食代・温泉入浴券代
　　　　　　・保険代など）
▶定　　員　100人（先着順）
▶そ の 他　参加者には収穫したお米2kgを後日プレゼント
▶申し込み・問い合わせ　
　　　　　  ４月１３日（月）から５月１５日（金）までの間に住所・氏名・年齢・

性別・電話番号を明記のうえ、電話・ＦＡＸ・Ｅメールのいずれか
の方法で田んぼアート米づくり体験事業推進協議会事務局（農政課
内・内線387）【FAX】556－4933【Eメール】nosei@city.
gyoda.lg.jp

「田んぼアート」の田植えに参加してみませんか
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　｢一般競争入札｣とは、市があらかじめ定めた最低売却価格以上で、
最も高い価格をつけた方を購入者に決定する方法です。
　一般競争入札には、行田市民に限らず、どなたでも参加することが
できます。

▶売払い物件

▶申込資格
・市町村税を完納している個人または法人
・指定期日までに確実に土地代金の支払いができる個人または法人
▶申込方法
・財政課に用意してある入札案内書を参考に所定の申込書に必要書類

を添付して、財政課へ申込者本人が持参してください。（代理人が
申し込みを行う場合は、委任状を併せて持参してください）

▶申込期間
　４月30日（木）まで（土・日曜日、祝日を除く）
▶入札および開札の日時・場所
 【入札】５月13日（水）午前10時から
 【開札】入札締め切り後、直ちに開札
 【場所】市役所203会議室
▶問い合わせ　財政課管財担当（内線327）

市有財産を一般競争入札により
売払います

番号 所　　　在 登記地目 地積（㎡） 最低売却価格（円）

１    本丸631ー1 宅　地 409.52 15,971,000円

２    清水町10－27 雑種地 155 12,493,000円

３    清水町10－13 雑種地 154 11,935,000円

４
   清水町10－27 雑種地 155

23,021,000円
   清水町10－13 雑種地 154

▶時　　間　午後１時30分～３時30分
▶場　　所　中央公民館第１学習室（「みらい」内）
▶内　　容　作品の背景、作家の生涯について学習します
▶講　　師　小坂部元秀さん（日本文芸家協会会員・学

　　　　　習院大学名誉教授）　
▶定　　員　80人
▶対　　象　５回すべての講座を受講できる方
▶費　　用　無料
▶主　　催　中央公民館
▶申し込み・問い合わせ　４月23日（木）午前９時から

　　　　　中央公民館窓口（電話受け付けは午前10
　　　　　時から）☎556－2649

文学講座の受講生を募集します

回 期　　日 作　家　名 学習内容（作品）

１   ６月 ９日（火） 三島由紀夫 「仮面の告白」

２   ９月 ８日（火） 大江健三郎 「新しい人よ眼ざめよ」

３  10月14日（水） 三好　達治 「測量船」ほか

４  11月10日（火） 小林多喜二 「蟹工船」、「党生活者」

５  12月 ８日（火） 森　　鴎外 「ヰタ・セクスアリス」、
「高瀬舟」、「舞姫」

　ゆとりある広さを備えた、住宅・店舗などに最適な用地（13区画）
を分譲します。
　分譲価格を改定しましたので、土地をお探しの方はこの機会にぜひご
検討ください。

▶購入できる方
①市町村税を完納している個人または法人
②長野地区地区計画を遵守できる方
　※購入は1世帯または１法人につき1区画とします
　※以下の場合を除き5年間は第三者に譲渡することができません
　・相当の有益費を投じて保留地を造成等し宅地分譲する場合
　・契約者が住宅を建設し分譲する場合

※保留地分譲案内は、まちづくり推進課で配布します。また、市ホー
ムページでもご覧になれます。

▶受付期間　４月27日（月）～５月１日（金）※4月29日（水）も午前
　　　　　８時30分から午後５時15分まで受け付けます

▶受付場所　市役所２階まちづくり推進課
▶そ の 他　申込多数の場合は5月8日（金）午前10時から抽選を行います
▶問い合わせ　まちづくり推進課区画整理担当（内線351･352）

長野土地区画整理地内の保留地の価格を
見直しました

分譲面積   131.87㎡～ 2,357.04㎡（約 39 坪～約 713 坪）

分譲価格   5,050,621円～93,338,784円

分譲単価   36,300円～41,600円／㎡（約120,000円～137,520円／坪）

埼玉県食品調査員

▶任　　期　６月～平成22年３月　
▶内　　容　食品販売店で日常の買い物をしながら食品

の表示の有無などを確認し、定期内に報告
を行う（年間20店舗程度）　　

▶研　　修　指定する会場で実施。
　　　　　　６月９日(火)熊谷市または10日(水)さいた

ま市のいずれも午後を予定。
▶対　　象　20歳以上の方　
▶定　　員　100人（選考による。選考結果は５月中に

通知）　
▶謝　　礼　報告に応じて年間で８,000円（税込み）
▶申し込み・問い合わせ　４月22日(水)（必着）までに、

住所・氏名・年齢・職業・応募理由（100
字程度）を明記したはがきを〒330―
9301さいたま市浦和区高砂３―15―１
埼玉県農産物安全課へお送りください。☎
048―830―4110
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対 象 と な る 方
  ・改修工事を行う住宅の所有者で、かつ現在居住している方
  ・市税の滞納がない方
  ・市が実施する他の同様の補助金や助成金を受けていない方

対 象 と な る 工 事

  ・住居部分に関する修繕、改装工事
  ・消費税を除く工事費が 20 万円以上の工事
  ・市内業者が行う工事
  ・各年度とも 3 月 31 日までに終了する工事

補 助 金 額   消費税を除く工事費の 5％相当額（上限 10 万円）

実 施 期 間   平成 24 年 3 月 31 日まで

必 要 書 類   ①申請書　②納税証明願　③住民票　④工事見積書（写）　⑤現場写真　⑥固定資産税課税明細書（写）または    
  それに準じるもの　　※①②の様式は商工観光課で配布

そ の 他
  ・必要書類をそろえて、必ず工事着工前に申請してください。（工事着工後または完了済の方の補助はできません）
  ・制度の利用は住宅一棟につき一回限りとなります。
  ・予算の範囲内での補助となりますので、年度途中で終了する場合があります。

　市民の方が市内の施工業者を利用して個人所有住宅の改修工事を行った場合、その工事費の一部を補助するこの制度は、平成20
年度をもって終了する予定でしたが、急激な景気悪化に伴い市内産業の活力維持を図るため、引き続き平成23年度まで実施します。

住宅改修資金補助制度を引き続き実施します住宅改修資金補助制度を引き続き実施します

▶申し込み・問い合わせ　商工観光課振興担当（内線384）

制度名 小口事業資金 商工業振興資金 中小企業経営近代化振興資金

限度額 1,250 万円 3,000 万円 3,000 万円

資金使途 運転・設備 運転・設備 運転・設備

貸付期間 　　運転：10 年（据置 6 カ月以内） 
　　設備：12 年（据置 1 年以内）

運転：10 年（据置 1 年以内） 
設備：12 年（据置 1 年以内）

運転：1 〜 5 年（据置 6 カ月以内） 
設備：1 〜 7 年（据置 6 カ月以内）

利　率 1.4％（利子補給金受給時 実利 1.05％〜） 1.4％（利子補給金受給時 実利 1.12％〜） 融資日の長期プライムレートからー 1.0％

完済後に受けとれる
利子補給金額の割合

 運転：貸付日から 5 年間の支払利子の 1/4 
 設備：貸付日から 7 年間の支払利子の 1/4 貸付日から 5 年間の支払利子の 1/5 なし

担　保 不　要 原則として不要 必要に応じて

保証人 不　要
個人：原則として不要 
法人：代表者　　　　

個人：原則として不要 
法人：代表者　　　　

信用保証 埼玉県信用保証協会の保証
必要に応じて

信用保証料 0.8％ 0.45 〜 1.59％

各資金共通 

の利用条件

  ①市税を滞納していないこと 
  ②中小企業者の要件を満たしていること 
  ③許可・認可・免許・登録などを必要とする業種を営む場合、その許認可などを取得していること 
  ④保証協会の代位弁済による債務を負ったことがある場合、その債務を完済していること 
  ⑤市融資制度において他の中小企業者の連帯保証人になっていないこと

資金別の 

利用条件

  ①市内業歴 1 年以上であること 
  ②市民税の所得割または法人税割が
  　課税されていること 
  ③小規模事業者であること 
  ④この資金以外に保証協会付融資の
  　借り入れがないこと

①市内業歴 6 カ月以上であること
  ①市内業歴 2 年以上であること 
  ②保証協会付融資の場合は、信用保
  　証対象業種を営むこと

申し込み 毎月 5 日締め切り 随時受付 随時受付

提携金融機関 市内金融機関 商工中金熊谷支店

申し込み先 商工観光課 商工中金熊谷支店

　急激な景気の悪化に伴い、中小企業の資金繰りを支援するため、一部の資金について貸付限度額を増額しました。市の融資
制度は利子補給を行っているため、他の融資制度と比較して有利な制度です。ぜひこの機会にご利用ください。

▶問い合わせ　商工観光課振興担当（内線384）

【注意事項】　※この融資制度はすべて提携金融機関からの融資となります。
　　　　　　※利率は半年ごとに見直しをしていますので、必ず最新の利率をご確認ください。
　　　　　　※申し込みにあたっては、事前に借入希望金融機関とご相談ください。その際には決算書（直近 3 期分）をお持ちください。

（平成 21 年 4 月 1 日現在）
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事業者の皆さんへ

小針クリーンセンター処理手数料を改定します
　彩北広域清掃組合小針クリーンセンターでは、ごみ処理
に要する経費を適正に負担していただくため、７月１日か
ら次のとおり処理手数料を改定します。皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。
▶改定額　　

取扱区分 単　位 新料金 （旧料金 )

事業活動に伴う可燃物 10㎏につき 150円 120円

※事業活動に伴う可燃物とは、会社や事業者（内職なども含む）が、事業
活動を行ううえで発生するごみ（産業廃棄物を含まず）で、家庭から搬
出される「燃やせるごみ」と同等のものをいいます。

　例：会社などから発生する厨房の生ごみ、焼却が必要な紙類、植木･草など

▶問い合わせ　小針クリーンセンター☎559－3641　

不動岡市民大学受講生
講　座　名 期　間 講　　師 費用

( 資料代 )

A 大河ドラマ
「天地人」の解説

  5月30日(土)～
  12月（全7回）

前田伴一さん
（元不動岡高校副校長） 1,500円

B やさしい天文教室   5月23日(土)～
  12月（全7回）

渡辺　訓さん
（不動岡高校教諭） 1,500円

C 源氏物語入門   5月30日(土)、  
  6月27日(土)

上村真紀さん
（栗橋高校教諭） 1,000円

D 遺言状の書き方   9月19日(土)、  
  10月17日(土)

船川喜正さん
（不動岡市民大学事
務局長・行政書士）

1,000円

E 二宮金治郎と弟子
たちの足跡を巡る

  11月28日(土)、
  12月12日(土)

飯島清志さん
（不動岡高校教諭） 1,000円

▶場　　所　不動岡高校大講義室（教科研究棟3階）
▶申し込み　4月13日(月)から5月15日(金)までの間に①

希望講座名②氏名（ふりがな）③住所④電話
番号を明記し、郵送またはFAXで申し込みく
ださい。【郵送】〒347－8513加須市不動
岡1－7－45 県立不動岡高等学校市民大学事
務局【FAX】0480－63－1013

▶問い合わせ　同校教頭 ☎0480－61－0140

CC
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保 健 案 内
保健センター
TEL：553-0053
FAX：555-2551

各種検診の申し込み方法が
変わりました

休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い合

わせください。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎556－3005
 ・埼玉県救急医療情報センター ☎048－824－4199

期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

  4月19日（日） 行田中央総合病院   5月24日（月） 壮幸会行田総合病院

  4月26日（日） 壮幸会行田総合病院   5月25日（火） 行田中央総合病院

  4月29日（水） 行田中央総合病院   5月26日（水） 壮幸会行田総合病院

  5月23日（日） 行田中央総合病院   5月10日（日） 壮幸会行田総合病院

※大腸がん検診は、肺がん・胃がん・乳がん検診時でも受
　診できますので、いずれかを選択してください。

おとなの健康
健康相談（申し込み不要）
　日　　時　5月13日(水)午前10時～11時
　対　　象　健康に関する相談をしたい方

糖尿病健康相談（要申し込み）
　日　　時　5月13日(水)午前10時～11時
　対　　象　糖尿病について心配のある方

禁煙教室（要申し込み）
　日　　時　5月13日(水)午前10時～11時
　対　　象　たばこをやめたい方

こころの相談（要申し込み）
　日　　時　4月16日(木)
　　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
　対　　象　気分がすぐれない、夜眠れない、不安や心配

　事がある、人間関係に悩みがあるという方

※いずれも場所は保健センター

子どもの健康
乳幼児健診
　対　　象　4カ月児・1歳6カ月児・2歳7カ月児・3歳6カ月児
　そ の 他　転入されたお子さんで前住所地で受診していない
　　　　　　方はご連絡ください。

BCG予防接種
　①受付日時　4月22日(水) 午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成21年1月1日～15日生まれの子
　②受付日時　5月7日(木)午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成21年1月16日～31日生まれの子
　①②とも対象児以外でまだ受けていないお子さん（6カ月

　未満）は、この機会に受けてください。

乳幼児相談（要申し込み）
　①受付日時　4月24日(金) 午後1時30分～4時
　②受付日時　5月12日(火) 午前9時30分～11時30分
　①②とも対象は小学校入学前の子

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　受付日時　5月12日(火) 午前10時15分～10時30分
　対　　象　平成20年11月15日～12月14日生まれの子

離乳食教室（中後期）（要申し込み・4月20日申し込み開始）
　受付日時　5月20日(水) 午前10時15分～10時30分
　対　　象　7カ月～11カ月の子をお持ちの方

思春期こころの相談（要申し込み）
　受付日時　5月14日(木) 午前9時30分～11時30分
　対　　象　小・中学生、高校生、またはその家族
　そ の 他　心理士、保健師がお受けします。

※いずれも場所は保健センター

検診名 申込開始日 申し込み 注意事項

  骨粗しょう症検診
  歯周疾患検診

4月27日
（月）

保健センター

対 象 者・ 日
程・ 医 療 機
関などの詳
細 は、 ３ 月
中旬に世帯
配布した「保
健センター
のお知らせ」
をご覧くだ
さい。

  肺がん検診
  胃がん検診
  乳がん検診
  肝炎ウィルス検診
  ヤング健診

5月12日
（火）

  大腸がん検診
  前立腺がん検診

医療機関

個別予防接種
場　 所　①市内契約医療機関（対象者には通知に一覧を同封）
　　　　　②県内の市外契約医療機関（かかりつけ医や里帰り先
　　　　　が市外にある場合などに限る）
費　 用　無料　

○１年を通して接種可能です。
○今年度対象者以外で、定期接種年齢内の未接種者は、早めに接種を済ませて
　ください。予診票のない方は母子健康手帳を持参し、保健センターへお越し
　ください。定期接種年齢を過ぎてしまうと、任意接種（自費）となります。
　

接種の種類 対　象 定期接種年齢

三種混合
（百日咳・ジフテ
リア・破傷風）

1期初回(3回) 平成21年1月2日～平成22
年1月1日生まれの子 3カ月～7歳6カ月

未満
1期追加(1回) 1期初回3回目接種から

1年経過した子（標準）

二種混合
（ジフテリア・

破傷風）
2期（1回）

小学6年生相当
（平成9年4月2日～平成10

年4月1日生まれの子）
11歳～13歳未満

麻しん・風しん
（麻しん・風し 
  ん、混合ワク

チン）

1期 平成20年4月2日～平成21
年4月1日生まれの子 1歳～2歳未満

2期 平成15年4月2日～平成16
年4月1日生まれの子

就学前の1年間
（年長児）

3期 平成8年4月2日～平成9年4
月1日生まれの子 中学校1年生相当

4期 平成3年4月2日～平成4年4
月1日生まれの子 高校3年生相当
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相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館
2階会議室

  4月28日㈫　※次回5月26日㈫の予約は   
  5月1日㈮から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 産業文化会館2階会議室   4月20日㈪　   午後1時30分〜3時30分

結婚 VIVAぎょうだ   4月19日㈰、5月1日㈮　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  4月16日㈭・17日㈮・20日㈪・23日㈭   
 ・24日㈮・27日㈪・30日㈭
  5月1日㈮・7日㈭・8日㈮・11日㈪・14  
  日㈭・15日㈮　
  ※4月から月・木曜日のほか金曜日も行います

  午前9時30分〜正午、
  午後1時〜3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ   4月16日㈭・23日㈭・30日㈭　

  5月7日㈭・14日㈭   午後1時〜4時 VIVAぎょうだ
☎556-9301

内職 市役所   4月17日㈮・21日㈫・24日㈮・28日㈫ 
  5月1日㈮・8日㈮・12日㈫・15日㈮   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   5月13日㈬　   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内）   4月21日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   5月3日㈰   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   4月21日㈫・28日㈫ 　
  5月12日㈫   午後5時15分〜7時

談相種各 （4月15日〜5月15日）

開館時間
午前9時30分～午後7時
TEL 556-4227  
FAX 555-3770

休　館　日
４月６日（月）・13日（月）・20日（月）・27日（月）・30日（木）、
５月７日（木）・11日（月）
〈システム更新のための臨時休館〉 ４月１日（水）～３日（金）

・罪と罰の事典（長嶺超輝）
・なぜ世界は不況に陥ったのか（池尾和人）
・奇跡の脳（ジル・ボルト・テイラー）
・脳梗塞（富田博樹）
・ミステリーとの半世紀（佐野洋）
・私立探偵・麻生龍太郎（柴田よしき）
・蘭陽きらら舞（高橋克彦）
・うつくしい人（西加奈子）
・プリンセス・トヨトミ（万城目学）
・こんな感じ（群ようこ）
・闇の陽炎衆（森村誠一）
・ま、いっか（浅田次郎）
・魔使いの戦い（ジョゼフ・ディレイニー）
・カフェ強盗団（マッティン・ビードマルク）
・サーカスのどろぼう（マッティン・ビードマルク）
・子どもたちができるかんたんエコ101（ジャッキー・ワ
　インズ）
・きせつのおり紙（新宮文明）

　第51回「こどもの読書週間」の標語は、「笑顔のヒミ
ツは本の中」です。
　図書館では、子どもが素晴らしい本に出会えるように
「おすすめ本」の展示をしています。親子で図書館に出かけ
ませんか。本から知識や楽しみが得られるという図書館利用
体験は、子どもにとって生涯学習の基礎になるでしょう。

▶日　　時　４月18日(土)午後２時 
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　バンビ（70分）
▶対　　象　幼児・小学生およびその保護者
▶定　　員　先着80人
▶入 場 料　無料

▶日　　時　４月15日(水)午前10時30分～11時
▶対　　象　２、３歳児とその保護者
▶内　　容　おはなし、絵本、パネルシアターなど
 
▶日　　時　４月25日(土)午前11時 
▶対　　象　幼児
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶主　　催　おはなしタンバリン
　　
▶日　　時　５月２日(土)午後２時～３時
▶対　　象　幼児・小学生
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶主　　催　おはなしの会
　
▶日　　時　５月９日(土)午後２時 
▶対　　象　幼児・小学生
▶内　　容　絵本など
▶主　　催　おはなしポケット

※いずれも図書館おはなしのへやで行います 

新　着　図　書　

こどもの読書週間  ４月23日～５月12日

おはなし会

子ども映画会
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下忍小学校サムライ・フォックスが
工藤市長を訪問

　３月４日、壮幸会行田総合病院で消防総合訓練が行
われました。
　同院南棟３階の食堂から火災が発生したとの想定
で訓練が開始され、医師や看護師らが避難経路を確
認しながら院外に集合し、いつ起こるかわからない災
害への対処方法を学びました。その後、市消防署員
がはしご車を使用し、要救護者２人を４階の窓から救
助する救出訓練を行いました。

壮幸会行田総合病院で消防総合訓練

「のぼうの城」で入館者増に貢献

　２月２８日、行田のまちをゴシゴシ委員会が中心となり、
水城公園のゴミ清掃や電柱などに貼られた違反広告の除去作
業を行いました。この作業には、違反簡易広告物除却推進員
とボランティア団体の約２５０人が参加しました。
　違反広告は景観を損ねるだけではなく、青少年の育成に
も悪影響を及ぼす恐れがあります。違反簡易広告物除却推
進員は、高い場所に貼られた違反広告を手際よくはがしてい
ました。

行田のまちをゴシゴシ
みんなでクリーンなまちづくりを目指して

　１月に開催された「サントリーカップ第５回全国小学生
タグラグビー選手権大会」の中関東ブロック大会で優勝し、
全国大会出場への切符を手に入れた下忍小学校サムライ・
フォックスの選手８人が２月17日、市役所を訪れました。
　工藤市長から祝福と激励の言葉を受けた選手たちは、そ
の後、都内で行われた全国大会へ出場。惜しくも途中敗退
しましたが、かけがえの無い仲間とスポーツを通じて絆

きずな

を
深めたようです。

　郷土博物館へ資料を寄贈していただいた方を招いて
例年行われる顕彰式が、３月７日に同館講座室で行われ
ました。
　当日は、平成20年度に資料を寄贈された21人の方
へ感謝状と記念品が贈られました。また、今回は郷土博
物館事業功労者として「のぼうの城」著者の和田竜さん
と、忍城水攻めの話を和田さんに提供した友人の土田真
弘さん（市内在住）も招待されました。２人には、「の
ぼうの城」のヒットで、観光客が増えたことに伴う入館
者の増加に貢献していただいたことにより、感謝状と記
念品が手渡されました。
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　３月７・８日の２日間、地域交流センターで第16回ふれあ
いまつりが行われました。
　８日の芸能発表では、市内の小学校でＡＬＴとして活躍して
いるリリアン・アサレさんと友人のジョスリン・チョタさんが
出身国のウガンダ共和国の伝統的なダンス「マキシンバ」を披
露。リズミカルな音楽に合わせて軽快なステップを踏む二人に、
会場から歓声が沸き起こりました。

　３月６日、東小学校で１年生によるヨモギもちづくり
体験が開催されました。
　これは、地元で採れた食材を実際に食し、食育につ
いて学んでもらうため学校応援団の柿沼重兵衛さんの
協力により行われたもので、今年で５回目になります。
児童らは、ヨモギもちを丁寧に丸めて形を整えると、友
達と見せ合いながら口いっぱいにほお張っていました。

友達と見せ合う自慢のヨモギもち

アフリカンダンスで軽快なステップ

　平成20年度から北小学校でスタートした、「放
課後子ども教室」。当初、週１回の開催で計画して
いましたが、予想を超える応募があったため２班に
分けて隔週で実施しています。
　２月26日、工藤市長が子供たちの安全で健やか

な活動場所の確保を目的とした
この教室を訪問し、活動の様子
を見学しました。この日行った
のは竹を使ったけん玉作りで、
キリで竹に穴を空け、自分だけ
のけん玉が完成。地域の方から
作り方から遊び方まで教えても
らった児童らは、友達同士競い
合って練習をしていました。

放課後子ども教室を工藤市長が訪問



広  場

18

　

新
潟
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
草
生
さ
ん
が
水
泳
を
始

め
た
の
は
５
歳
の
こ
ろ
。
自
宅
近
く
に
あ
っ
た
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
体
験
教
室
に
行
き
、
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が
気
に
入
っ
た
と
通
う
ス
ク
ー
ル

を
自
ら
決
め
た
そ
う
で
、「
優
し
い
コ
ー
チ
や
仲
間

と
過
ご
し
た
時
間
は
何
よ
り
楽
し
か
っ
た
」
と
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。
そ
の
後
、
初
め
て
の
試
合
で
驚

異
的
な
タ
イ
ム
を
出
し
た
の
が
コ
ー
チ
の
目
に
と
ま

り
、
選
手
コ
ー
ス
で
の
厳
し
い
練
習
を
こ
な
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
学
年
別
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
っ

た
草
生
さ
ん
の
実
力
を
さ
ら
に
伸
ば
し
た
の
が
、
な

か
な
か
勝
つ
こ
と
が
で
き
な
い
同
学
年
の
女
の
子
の

存
在
。
ラ
イ
バ
ル
の
出
現
で
負
け
た
く
な
い
気
持
ち

に
火
が
つ
き
、
毎
日
の
練
習
に
充
実
感
を
得
る
と
と

も
に
、
競
争
心
が
芽
生
え
始
め
ま
し
た
。　

　

新
潟
県
内
か
ら
小
学
生
が
集
結
し
、
試
合
の
模
様

を
テ
レ
ビ
放
映
す
る
ほ
ど
注
目
が
集
ま
る
大
会
に
小

学
３
年
生
か
ら
毎
年
出
場
を
果
た
し
た
草
生
さ
ん
は
、

最
後
の
試
合
を
見
事
優
勝
で
飾
り
、
県
の
ト
ッ
プ
選

手
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
年
、
目
標
と
し
て
い

た
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
出
場
。
全
国
の
え

り
抜
か
れ
た
ス
イ
マ
ー
と
肩
を
並
べ
て
泳
い
だ
経
験

か
ら
、
誰
に
も
負
け
な
い
強
い
選
手
に
な
り
た
い
と

新
た
な
目
標
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

新
潟
の
小
学
校
を
卒
業
後
、
行
田
中
学
校
に
入
学

し
た
草
生
さ
ん
は
、
全
国
レ
ベ
ル
の
選
手
を
育
成
す

る
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
選
び
、
水
泳
を
続
け
る

環
境
を
整
え
る
と
、
昨
年
の
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
リ
レ
ー
種
目
で
全
国
５
位
に
。
関
東
大
会
出

場
や
県
新
人
戦
で
２
位
の
成
績
を
収
め
、
学
校
に
懸

垂
幕
が
掛
け
ら
れ
た
と
き
は
「
う
れ
し
い
け
れ
ど
、

は
ず
か
し
い
」
と
シ
ャ
イ
な
一
面
を
の
ぞ
か
せ
る
一

方
で
、
み
ん
な
に
名
前
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
微ほ
ほ

笑
ん
で
話
し
ま
し
た
。

　
「
県
で
勝
て
れ
ば
全
国
で
も
勝
て
る
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
埼
玉
は
水
泳
の
レ
ベ
ル
が
高
い
地
域
。
だ
か
ら
こ

そ
上
を
目
指
し
、
今
年
は
全
国
中
学
生
大
会
で
良
い

成
績
を
残
し
た
い
。
将
来
は
北
島
康
介
選
手
の
よ
う

な
ト
ッ
プ
ス
イ
マ
ー
に
な
り
た
い
」
と
話
す
草
生
さ

ん
。
毎
日
２
時
間
約
５
千
メ
ー
ト
ル
を
泳
ぎ
こ
な
す

厳
し
い
練
習
も
楽
し
い
と
言
え
る
精
神
力
の
持
ち
主

は
、
目
標
を
一
つ
一
つ
か
な
え
る
た
め
今
日
も
泳
ぎ

続
け
ま
す
。

	

城
西	

保
倉
フ
ミ
子

菜
の
花
や
寡
黙
の
夫つ
ま

の
旅
み
や
げ

	

谷
郷	

斉
藤　
　

勲

冴さ

え
返
る
棟
上
式
の
木き
や
り
う
た

遣
唄

	

桜
町	

大
塚　

保
子

春
や
立
つ
三
人
四
人
話わ

の
和な
ご

む

	

長
野	

内
山　

計
江

山さ
ん
し
ゅ
ゆ

茱
萸
の
花
を
咲
か
せ
て
売
ら
れ
け
り

	

荒
木	

高
沢
よ
ね
子

春
の
来
て
心
和な
ご

ま
す
鳥
の
影

	

須
加	

栗
原
か
ね
代

早
春
の
歌
き
こ
え
く
る
過
疎
の
村

	

須
加	

藤
野　

治
男

蕗ふ
き

の
薹と
う

斜
光
の
陰
に
二
つ
三
つ

	

埼
玉	

小
菅　

春
童

初
午
や
売
り
出
し
も
無
き
商
店
街

	

深
水
町	

松
岡　

東と
う
り籬

将ま
さ
か
ど門

の
忌
な
り
真
赤
な
藪
椿

俳 

句

北
島
康
介
選
手
に
続
く

ト
ッ
プ
ス
イ
マ
ー
を
目
指
し
て

草く
さ
お生　

武た
け
る 

さ
ん
（
天
満
・
14
歳
）

行田人行田人

いききき
いきき
いき
いき

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
５
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書 

　

で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

私
の
作
品

	

清
水
町	

新
井　

圭
三

村
と
村
つ
な
ぐ
渡
舟
に
蝶
々
か
な

	

清
水
町	

石
川　

朝と
も
み美

冬
い
ち
ご
手
紙
に
部
屋
に
香
り
満
つ

	

持
田	

丸
山　

麟
一

故
郷
の
思
い
出
深
し
寒
椿

	

前
谷	

町
田　

貞
子

寺
の
庭
一
際
目
立
つ
花
の
あ
り

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

『
谷
川
岳
』（
ち
ぎ
り
絵
）

小
倉
邦
枝
（
若
小
玉
）



清
水　

浬
か
い
り 

ち
ゃ
ん（
小
針
）

父
・
徹
さ
ん　

母
・
智
世
さ
ん

平
成
20
年
４
月
10
日
生
ま
れ

「
み
ん
な
に
幸
せ
を
あ
り
が
と
う
」
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太
極
拳
は
中
国

の
長
い
歴
史
の
中

か
ら
生
ま
れ
た
武

術
で
、
皇
帝
も
身

に
つ
け
て
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
国
で
は
朝
の
公

園
に
集
ま
っ
て
練

習
し
て
い
る
市
民

の
姿
が
見
ら
れ
、

現
在
は
実
用
的
な

武
術
で
は
な
く
健

康
体
操
と
し
て
愛
好
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
15

年
10
月
に
発
足
し
た
佐
間
公
民
館
の
気
功
太
極

拳
健
康
ク
ラ
ブ
は
毎
週
金
曜
日
午
後
２
時
か
ら

３
時
30
分
ま
で
、
31
人
で
健
康
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

腹
式
呼
吸
で
全
身
を
使
い
ゆ
っ
た
り
と
動

く
こ
と
で
、
副
交
感
神
経
の
働
き
が
高
め
ら
れ

「
気
」
や
「
血
」
の
流
れ
が
良
く
な
る
太
極
拳
。

さ
ら
に
、
背
筋
が
ピ
ン
と
伸
び
、
腰
や
膝
だ
け

で
な
く
首
や
肩
な
ど
に
も
良
い
影
響
を
も
た
ら

し
ま
す
。
ま
た
、
動
作
の
一
つ
一
つ
に
意
味
が
あ

る
の
で
、
興
味
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
で
す
。
例
え
ば
「
健
身
益
気
法
」
で

は
、
仙
人
が
絵
を
描
く
様
子
や
黄
竜
が
爪
を
出

す
様
子
な
ど
を
動
き
で
表
し
ま
す
。
中
国
の
悠

久
の
歴
史
や
自
然
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
優

美
な
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
こ
と
も
太

極
拳
の
大
き
な
魅
力
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
公
民
館
の
文
化
祭
で

太
極
拳
を
人
前
で
初
め
て
披
露
し
た
同
ク
ラ
ブ
。

文
化
祭
で
発
表
す
る
こ
と
を
決
め
て
か
ら
は
、

「
も
っ
と
練
習
日
を
設
け
て
ほ
し
い
」
と
の
声

が
上
が
る
ほ
ど
太
極
拳
に
か
け
る
情
熱
が
高
ま

り
、
実
力
が
飛
躍
的
に
伸
び
た
そ
う
で
す
。
そ

し
て
、
今
年
１
月
に
は
、
東
京
都
町
田
市
で
開

催
さ
れ
た
第
６
回
日
中
武
術
国
際
友
好
演
武
大

会
に
参
加
。
17
カ
国
か
ら
集
ま
っ
た
選
手
た
ち

に
混
じ
り
、
堂
々
と
し
た
演
武
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
と
一
緒
に
な
っ
て

演
武
を
行
い
た
い
」
と
話
す
皆
さ
ん
。
健
康
づ

く
り
を
始
め
て
み
た
い
方
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
中
で
太
極
拳
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ　

佐
間
公
民
館
☎
５
５
３―

１
４
７
８

山
内　

美み

く玖 

ち
ゃ
ん（
門
井
町
）

父
・
学
さ
ん　

母
・
裕
美
さ
ん

平
成
20
年
４
月
16
日
生
ま
れ

「
み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
る
子
に
♡
」

嶋
村　

美み
つ
き月 

ち
ゃ
ん（
若
小
玉
）

父
・
輝
久
さ
ん　

母
・
益
美
さ
ん

平
成
20
年
４
月
４
日
生
ま
れ

「
我
が
家
の
☆
わ
ん
ぱ
く
姫
☆
」

小
川 

ひ
な
た 

ち
ゃ
ん（
藤
原
町
）

父
・
清
史
さ
ん　

母
・
恵
美
さ
ん

平
成
20
年
４
月
11
日
生
ま
れ

「
い
っ
ぱ
い
友
達
つ
く
ろ
う
ネ
！
」

根
岸　

風ふ
う
か花 

ち
ゃ
ん（
棚
田
町
）

父
・
勝
麻
さ
ん　

母
・
由
佳
里
さ
ん

平
成
20
年
４
月
10
日
生
ま
れ

「
明
る
く
の
び
の
び
育
っ
て
ね
♡
」

○4月30日(木)までに電話またはＥ
メールで広報広聴課広
報広聴担当(内線318) 
※応募要領は市ホーム
ページをご覧ください

○応募者多数の場合は、5月7日(木)午
後1時30分から市役所203会議室で公
開抽選を行います。

気功太極拳健康クラブ
～気血の流れをスムーズに～

さわやか
サークル
さわやか
サークル

平成20年6月生まれの
お子さんを募集します



催し・募集
▼
日
時　

４
月
17
日
㈮
午
後
２
時
～

９
時　

▼
場
所　

公
園
通
り
（
市
役

所
前
か
ら
水
城
公
園
） 

▼
内
容　

春

の
植
木
市
、
新
・
行
田
音
頭
、
片
原

手
お
ど
り
の
披
露
な
ど　

▼
問
い
合

わ
せ　

行
田
市
観
光
協
会(
商
工
観

光
課
内
・
内
線
３
８
２)

▼
日
時　

５
月
４
日
㈪
午
前
10
時
～

午
後
８
時　

▼
場
所　

さ
き
た
ま
古

墳
公
園　

▼
内
容　

採
火
行
列
、
修

祓ば
つ

の
儀
、
輦れ
ん

台
行
列
、
古
代
住
居
炎

上
、
花
火
打
ち
上
げ
な
ど　

▼
問
い

合
わ
せ　

さ
き
た
ま
火
祭
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
埼
玉
公
民
館
内
）
☎

５
５
９―

０
０
４
７

▼
日
時　

４
月
29
日
㈬
午
前
10
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分　

▼
集
合　

郷

土
博
物
館
講
義
室　

▼
内
容　

忍
城

水
攻
め
に
関
す
る
講
義
お
よ
び
現
地

見
学　

▼
講
師　

行
田
市
教
育
委

員
会
職
員
（
学
芸
員
） 

▼
対
象　

歴

史
に
興
味
の
あ
る
方
（
市
内
在
住
・

在
勤
の
方
を
優
先
） 

▼
定
員　

30
人

（
先
着
順
、
１
グ
ル
ー
プ
４
人
ま
で
） 

▼
参
加
費　

保
険
代
１
０
０
円
（
当

日
徴
収
）
※
昼
食
代
は
含
み
ま
せ
ん 

▼
申
し
込
み　

４
月
15
日
㈬
～
21
日

㈫
午
後
５
時
ま
で
に
文
化
財
保
護
課

（
産
業
文
化
会
館
３
階
） 

▼
問
い
合

わ
せ　

同
課
☎
５
５
３―

３
５
８
１

▼
日
時　

５
月
３
日
㈰
午
後
２
時
～ 

▼
場
所　

郷
土
博
物
館　

▼
実
演
団

体　

行
田
市
居
合
同
連
盟　

▼
問
い

合
わ
せ　

郷
土
博
物
館
☎
５
５
４―

５
９
１
１

▼
期
日　

５
月
16
日
㈯
※
雨
天
決
行 

▼
場
所　

群
馬
県
榛
名
神
社
か
ら
榛

名
湖
ま
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス 

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
小

学
生
以
上
の
方
※
小
・
中
学
生
は

保
護
者
ま
た
は
責
任
者
（
成
人
の

方
）
の
同
伴
が
必
要　

▼
定
員 

90
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費　

大

人
２
千
円
、
小
・
中
学
生
１
千
円 

※
バ
ス
代
、
保
険
料　

▼
申
し
込
み 

４
月
19
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午
に
直

接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
産
業
文
化
会

館
３
階
）
※
１
人
に
つ
き
３
人
分
ま

で
申
し
込
み
可　

▼
問
い
合
わ
せ 

同
課
☎
５
５
６―

８
３
３
６

▼
日
時　

５
月
７
日
㈭
午
前
８
時
30

分
～
正
午　

▼
場
所　

生
活
課
相
談

室　

▼
相
談
内
容　

不
動
産
に
関
し

て
わ
か
ら
な
い
事
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど 

▼
問
い
合
わ
せ　

㈳
埼
玉
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
北
埼
支
部
☎
５
６
２

―

５
９
０
０

▼
日
時　

５
月
13
日
㈬
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　

生
活
課
相
談
室 

▼
相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
示
談

書
、
交
通
事
故
、
農
地
転
用
、
許
認

可
関
係
ほ
か
日
常
生
活
の
困
り
ご
と 

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
行
政
書
士

会
埼
北
支
部
（
行
田
地
区
）
小
野
田

☎
５
５
６―

３
３
４
６

▼
日
時　

５
月
９
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
（
受
け
付
け
は
午
後
０
時

30
分
ま
で
） 

▼
場
所　

熊
谷
市
立
商

工
会
館
２
階
大
ホ
ー
ル
（
熊
谷
市
宮

町
２―

39
） 

▼
相
談
員　

埼
玉
弁
護

士
会
熊
谷
支
部
所
属
弁
護
士　

▼

問
い
合
わ
せ　

同
会
熊
谷
支
部
☎

５
２
１―

０
８
４
４

▼
日
時　

４
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
４
時　

▼
場
所　

長

野
公
民
館
ホ
ー
ル　

▼
内
容　

写
真

と
山
野
草
の
展
示　

▼
入
場
無
料 

▼
主
催　

な
が
の
写
遊
会
、
山
野
草

愛
好
者　

▼
問
い
合
わ
せ　

長
野
公

民
館
☎
５
５
３―

１
４
１
４

▼
日
時　

５
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
４
時
（
17
日
は
午
後

３
時
ま
で
）
※
雨
天
決
行　

▼
場
所 

足
袋
蔵
ま
ち
づ
く
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
ス
タ
ー
ト　

▼
参
加
費　

大
人

２
０
０
円
、
小
学
生
１
０
０
円　

▼

特
典　

足
袋
と
く
ら
し
の
博
物
館
入

館
無
料
。
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
乗
車
無

料
。
当
日
着
物
で
参
加
の
方
は「M

y

足
袋
づ
く
り
体
験
」
１
千
円
割
引
券

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
▼
そ
の
他　

１
日

の
み
ま
た
は
２
日
間
の
参
加
も
可
。 

▼
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ
足

袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

▼
問
い
合
わ

せ　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
☎
０
９
０―

８
７
２
６―

４
９
６
２
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行
政
書
士
無
料
相
談
会

 

不
動
産
無
料
相
談

 

行
田
春
ま
つ
り

 

第
24
回
さ
き
た
ま
火
祭
り

“
忍
城
水
攻
め
を
歩
こ
う
”

忍
城
水
攻
め
に
関
す
る
勉
強
会

第
53
回
埼
玉
県
名
刀
展

「
彫
り
物
の
あ
る
日
本
刀
」
開
催
記
念

居
合
道
実
演

い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

第
５
回
蔵
め
ぐ
り
ま
ち
あ
る
き

蔵
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
０
９

 
憲
法
記
念

　
　

 
無
料
法
律
相
談
会

 

春
の
写
真
展
と
山
野
草
展



▶モ
も に た ー

ニターの期
き か ん

間　6 月
がつ

～平
へい

成
せい

23 年
ねん

3 月
がつ

▶内
ないよう

容　ア
あ ん け ー と

ンケートに答
こた

え、埼
さい

玉
たま

県
けん

に提
てい

案
あん

や
意
い け ん

見を出
だ

す
▶募

ぼしゅうにんずう

集人数　100 人
にん

　※定
ていいん

員を超
こ

えた場
ば あ い

合は選
せんこう

考
▶対

たいしょう

象　次
つぎ

の①～⑤のすべてにあてはまる人
ひと

　① 20 歳
さいいじょう

以上②埼
さいたまけんない

玉県内に外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

してい
る③在

ざいりゅうしかく

留資格がある④日
に ほ ん ご

本語（ひらがな）を
読
よ

めて、書
か

くことができる⑤イ
い ん た ー ね っ と

ンターネット
でホ

ほ ー む ぺ ー じ

ームページを見
み

ることができ、日
に

本
ほん

語
ご

（ひ
らがな）でＥメ

め ー る

ールを送
おく

ることができる（パ
ぱ

ソ
そ

コ
こ

ン
ん

がない場
ば

合
あい

は県
けん

国
こく

際
さい

課
か

に問
と

い合
あ

わせる）
▶申

もう

し込
こ

み　6 月
がつ

１
つい

日
たち

までに、県
けん

国
こく

際
さい

課
か

のホ
ほ

ー
ー

ム
む

ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

から申
もう

し込
こ

んでください。
　http://www.pref.saitama.lg.jp/A12/

BF00/index.htm/
▶問

と

い合
あ

わせ　埼
さい

玉
たま

県
けん

国
こく

際
さい

課
か

☎ 048 － 830 －
2717

【
練
習
】

▼
日
時　

７
月
か
ら
日
曜
日
（
月

３
回
）
午
前
10
時
～
正
午　

▼
場
所 

忍
・
行
田
公
民
館
ま
た
は
佐
間
公
民

館　

▼
指
導
者　

浅
井
一
郎
さ
ん
、

青
柳
有
香
子
さ
ん
、鈴
木
文
江
さ
ん
、

細
村
雅
子
さ
ん
、
新
井
康
之
さ
ん
、

浜
田
邦
夫
さ
ん　

▼
参
加
費　

大
人

１
万
円
、
中
・
高
生
５
千
円

【
演
奏
会
】

▼
日
時　

11
月
29
日
㈰
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
曲
目　

行
田
市
歌
、
蓮
の
故

郷
、
第
九　

▼
指
揮　

宮
寺
勇
さ
ん 

▼
管
弦
楽　

埼
玉
中
央
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー　

▼
独
唱　

永
崎
京
子
さ

ん
、
牧
川
典
子
さ
ん
、
牧
川
修
一
さ

ん
、
原
田
圭
さ
ん　

▼
合
唱　

行
田

第
九
を
歌
う
会

▼
主
催　

行
田
第
九
を
歌
う
会
実
行

委
員
会　

▼
後
援　

行
田
市
、
行
田

市
教
育
委
員
会
ほ
か　

▼
申
し
込
み 

は
が
き
ま
た
は
市
役
所
・
産
業
文

化
会
館
・
各
公
民
館
に
設
置
し
て

あ
る
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
希
望

パ
ー
ト
を
記
入
し
、
５
月
31
日
㈰
ま

で
に
中
野
と
志
子
宅
（
〒
３
６
１

―

０
０
４
４
行
田
市
門
井
町
１―

１―

18
） 

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
市
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市
制
施
行
60
周
年
記
念
演
奏
会

「
第
九
」
合
唱
団
員

合
唱
連
盟
長
谷
見
宅
☎
５
５
７―

２
６
４
７
、
鈴
木
宅
☎
５
５
９―

１
６
４
０
、
中
野
宅
☎
５
５
６―

５
４
０
９

▼
日
時　

５
月
24
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
４
時　

▼
場
所　

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

ぎ
ょ
う
だ
２
階
学
習
室　

▼
定
員 

20
歳
代
か
ら
40
歳
代
ま
で
の
独
身
の

男
女
各
30
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費 

３
０
０
円
（
飲
み
物
付
き
） 

▼
そ
の

他　

定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

中
止
と
な
る
場
合
あ
り
。
中
止
時
の

参
加
費
は
後
日
返
金
し
ま
す
が
、
本

人
都
合
の
場
合
の
返
金
な
し
。 

▼

申
し
込
み　

生
活
課
16
番
窓
口
に
用

意
し
て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
５
月
７
日
㈭
か
ら
参

加
費
を
添
え
て
同
課
窓
口
。
た
だ

し
、
５
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
・
16
日

㈯
・
17
日
㈰
は
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ

で
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

受
け
付
け
。
電
話
申
し
込
み
不
可
。 

▼
問
い
合
わ
せ　

生
活
課
（
内
線

２
５
１
・
２
５
２
）

▼
活
動
日　

毎
週
日
曜
日　

▼
場
所 

東
小
学
校
体
育
館　

▼
対
象　

小

学
１
年
生
以
上　

▼
費
用　

月
額

７
５
０
円　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

４
月
30
日
㈭
ま
で
に
高
澤
宅

☎
５
５
６―

５
８
７
８

▼
日
時　

５
月
19
日
～
６
月
16
日
の

毎
週
火
曜
日
（
全
５
回
）
午
前
10
時

～
正
午　

▼
場
所　

行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
（
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

Ｃ
面
） 

▼
対
象　

初
心
者　

▼
定
員 

30
人　

▼
参
加
費　

１
千
円
（
保
険

料
含
む
） 

▼
持
ち
物　

運
動
の
で
き

る
服
装
、
タ
オ
ル
・
飲
み
物
、
体
育

館
シ
ュ
ー
ズ
※
ラ
ケ
ッ
ト
、
シ
ャ
ト

ル
は
主
催
者
が
用
意　

▼
主
催　

行

田
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟　

▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ　

笠
原
宅
☎

５
５
６―

０
４
６
３
（
午
後
１
時
以

降
）

▼
日
時　

５
月
２
日
㈯
午
後
３
時

開
演　

▼
場
所　

熊
谷
会
館
（
熊

谷
市
末
広
３
ー
９
ー
２
） 

▼
出
演 

宮
川
彬
良
（
ピ
ア
ノ
、
作
・
編
曲
）、

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ベ
ガ　

▼
曲
目 

剣
の
舞
、
ユ
ー
モ
レ
ス
ク
、
威
風

堂
々
、
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
Ⅱ
な
ど 

▼
料
金　

大
人
２
千
５
０
０
円
、
子

ど
も
（
３
歳
～
中
学
生
）
１
千
円
※

３
歳
未
満
入
場
不
可　

▼
チ
ケ
ッ
ト

取
り
扱
い　

宮
脇
書
店
行
田
店
ほ
か 

▼
主
催　

㈶
埼
玉
県
芸
術
文
化
振
興

財
団　

▼
問
い
合
わ
せ　

熊
谷
会
館

☎
５
２
３―

２
５
３
５

第
５
回
で
あ
い
の
つ
ど
い

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

行
田
バ
ド
ミ
ン
ト
ン　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員

熊
谷
会
館
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

宮
川
彬
良
＆
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ベ
ガ

外
がい

国
こく

人
じん

県
けん

政
せい

モ
も に た ー

ニター
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行田市の人口と世帯　　　　 人口８６,９２０人　　男４３,３４１人　　女４３,５７９人　　世帯数３２,２７７世帯
（平成２１年３月１日現在）　  ２月中の異動　出生４１人　転入等１４０人　死亡７１人　転出等２１３人

▼
日
時　

５
月
10
日
㈰
午
前
10
時

開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館 

▼
内
容　

民
謡
と
津
軽
三
味
線　

▼
入
場
無
料　

▼
主
催　

行
田
市

民
謡
協
会　

▼
後
援　

行
田
市
、

（福）

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会　

▼
協
賛 

行
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱　

▼
問
い

合
わ
せ　

同
協
会
岩
㟢
宅
☎
５
５
６

―

３
９
４
６

▼
日
時　

４
月
26
日
㈰
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　

忠
次
郎
蔵　

▼
出
演 

潮
崎
ひ
ろ
の
さ
ん　

▼
曲
目　

ゼ

リ
ー
フ
ラ
イ
の
歌
ほ
か　

▼
入
場
券 

１
千
５
０
０
円
（
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
、

Ｃ
Ｄ
、
天
ぷ
ら
そ
ば
券
付
） 

▼
主
催 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
次
郎
蔵　

▼
問
い
合

わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
次
郎
蔵
☎

５
５
６―

９
９
８
８

▼
日
時　

４
月
11
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
４
時　

▼
場
所　

視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
映
像
ホ
ー
ル
（「
み
ら
い
」

内
） 

▼
内
容
「
地
球
温
暖
化　

今
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

第
34
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

民
謡
の
祭
典　

謡
と
舞
踊
の
誘
い

上
映
と
市
の
環
境
に
関
す
る
取
り
組

み　

▼
定
員　

80
人
（
先
着
順
） 

▼

参
加
無
料　

▼
主
催　

行
田
市
環
境

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム　

▼
問
い
合
わ
せ 

中
村
宅
☎
５
５
４―

１
１
６
７

▼
日
時　

第
１
・
３
火
曜
日
午
後
６

時
30
分
～
８
時
30
分
、
第
２
・
４
土

曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

み
ず
し
ろ　

▼
対
象　

外
国
人
の
方 

▼
内
容　

日
本
語
指
導
、
日
本
文
化

の
紹
介
な
ど　

▼
参
加
無
料　

▼
そ

の
他　

指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集

中
（
参
加
費
１
千
円
） 
▼
問
い
合
わ

せ　

小
宮
宅
☎
５
４
１―

８
８
７
４

（
夜
間
の
み
）

　

男
の
き
も
の
着
楽
会
は
、
市
内
並

び
に
近
郊
に
居
住
す
る
人
た
ち
が
集

い
、
忍
十
万
石
城
下
町
、
足
袋
の
街
、

蔵
の
街
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
日
本
の

民
族
衣
装
を
楽
し
む
会
で
す
。

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
） 

▼
年
会

費　

１
千
円　

▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ　

同
会
大
沼
宅
☎
５
５
４―

２
６
５
５

忠
次
郎
蔵
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

 

行
田
に
ほ
ん
ご
教
室

行
田
市
環
境
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　

第
２
回
公
開
学
習
会

▼
日
時　

５
月
３
日
㈰
・
４
日
㈪
午

前
11
時
～
午
後
３
時
30
分　

▼
場
所 

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ　

▼
内
容 

【
第
４
回
埼
玉
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ

王
決
定
戦
】　

県
内
各
地
域
自
慢
の

ご
当
地
グ
ル
メ
22
品
（
予
定
）
が

大
集
合
。
１
グ
ル
メ
１
０
０
円
～

２
０
０
円
で
す
。 

【
埼
玉
県
物
産
観

光
展
～
す
ご
い
ぞ
！
う
ま
い
ぞ
！

さ
い
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
～
】　

埼
玉
の

豊
か
な
自
然
と
伝
統
的
な
技
術
に
は

ぐ
く
ま
れ
た
優
良
な
県
産
品
の
販
売

や
、
県
民
も
知
ら
な
い
観
光
名
所
な

ど
埼
玉
県
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
観
光
課
☎

０
４
８―

８
３
０―

３
９
５
５

▼
日
時　

６
月
14
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所　

熊
谷
ス
ポ
ー

ツ
文
化
公
園　

▼
内
容　
【
ト
リ
ム

ウ
ォ
ー
ク
】
親
子
・
カ
ッ
プ
ル
、
一

人
、
仮
装
な
ど
５
㎞
・
３
㎞
コ
ー
ス

で
申
告
タ
イ
ム
と
実
測
タ
イ
ム
と
の

誤
差
の
少
な
さ
を
競
う
※
参
加
希
望

者
は
５
月
20
日
㈬
ま
で
に
同
公
園
。

【
に
ぎ
わ
い
イ
ベ
ン
ト
】
熱
気
球
、

県
北
ご
当
地
グ
ル
メ
屋
台
、
木
工
・

竹
馬
・
ベ
ー
ゴ
マ
な
ど
の
遊
び
の
学

校
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か　

▼

問
い
合
わ
せ　

同
公
園
☎
５
２
６―

２
０
０
４

▼
日
時　

８
月
８
日
㈯
～
11
日
㈫ 

▼
内
容　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
が

記
者
と
な
り
、
長
崎
平
和
祈
念
式
典

へ
の
参
加
、
長
崎
市
長
表
敬
訪
問
、

被
爆
遺
構
巡
り
な
ど　

▼
募
集
人
員 

９
組
18
人（
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選　

▼

参
加
費
補
助　

交
通
費
、
宿
泊
代
、

１
組
あ
た
り
の
取
材
経
費
１
万
円
は

主
催
者
負
担　

▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ　

５
月
13
日
㈬
ま
で
（
消
印

有
効
）
に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
裏

面
に
①
住
所
、②
お
子
さ
ん
の
氏
名
・

性
別
、
③
保
護
者
氏
名
・
性
別
・
押

印
、
④
お
子
さ
ん
の
学
校
名
・
学
年
、

⑤
電
話
番
号
、
⑥
お
子
さ
ん
の
平
和

を
願
う
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
字
数
制

限
無
し
）
を
記
入
し
、
〒
８
５
２―

８
１
１
７
長
崎
市
平
野
町
７―

８

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
事

務
局
（
長
崎
市
平
和
推
進
課
内
）。

☎
０
９
５―

８
４
４―

９
９
２
３ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.
nucfreejapan.com

 

男
の
き
も
の
着
楽
会
会
員

第
４
回
埼
玉
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
王

決
定
戦
＆
埼
玉
県
物
産
観
光
展

ス
ポ
文
・
ト
リ
ム
ウ
ォ
ー
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

親
子
記
者



料
２
０
０
円　

▼
そ
の
他　

景
品

が
無
く
な
り
次
第
終
了
す
る
場
合

あ
り
。

▼
日
時　

毎
週
金
曜
日　

午
後
７

時
30
分
～
８
時
30
分
※
各
月
ご
と

に
体
験
入
会
者
募
集　

▼
場
所 

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
内
容 

ダ
イ
エ
ッ
ト
や
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ

ス
解
消
に
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行

い
、
ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
癒
し
ま

す
。 

▼
対
象　

成
人　

▼
参
加

費　

２
千
円　

▼
申
し
込
み　

同

ア
リ
ー
ナ
窓
口
に
て
随
時
（
定
員

あ
り
）
※
電
話
予
約
可

マ
を
こ
の
機
会
に
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

４
月
22
日
㈬
午
前
９

時
～
午
後
９
時
（
入
館
受
付
は
、

午
後
８
時
30
分
ま
で
） 

▼
そ
の
他 

ア
ニ
メ
「
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｙ 

鉄
腕
ア
ト
ム
」
上
映
会
、
露
店
市

を
開
催
。
ま
た
、
う
ど
ん
店
の
営

業
時
間
を
午
後
３
時
ま
で
延
長
し

ま
す
。

　

期
間
中
、
古
代
蓮
会
館
に
入
館

の
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
間　

５
月
２
日
㈯
〜
６
日
㈬ 

▼
対
象　

小
・
中
学
生
※
要
入
館

▼
日
時　

４
月
25
日
㈯
午
後
１

時
開
場　

午
後
１
時
30
分
開
演 

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ 

▼
内
容　

親
子
で
挑
ん
だ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
軌
跡
を
、
来
場
者
と
の

対
話
を
交
え
な
が
ら
楽
し
く
紹
介

広告
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し
ま
す
。 

▼
入
場
無
料　

※
入

場
に
は
整
理
券
が
必
要
（
４
月
12

日
㈰
午
前
10
時
か
ら
同
ア
リ
ー
ナ

お
よ
び
市
民
プ
ー
ル
で
整
理
券
を

配
布
※
先
着
順
、１
人
２
枚
ま
で
）

▼
日
時　

５
月
23
日
㈯
午
後
５
時

30
分
開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化

会
館
ホ
ー
ル　

▼
出
演　

ザ
ブ
ン

グ
ル
、
超
新
塾
、
我
が
家
、
Ｗ
エ

ン
ジ
ン
、
Ｅ
Ｅ
男
、
ロ
ッ
チ
、
ハ

ラ
イ
チ　

▼
入
場
料　

全
席
指
定

３
千
５
０
０
円　

▼
前
売
り
開

始
・
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

４
月

11
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
同
館
ほ

か
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
発
売

（
電
話
受
け
付
け
は
当
日
午
後
２

時
か
ら
）

　

展
示
室
の
ジ
オ
ラ
マ
や
蓮
の
シ

ア
タ
ー
、
展
望
室
か
ら
の
パ
ノ
ラ

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
ヒ
ー
リ
ン
グ

体
験
者

古
代
蓮
の
里　
　
　
　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催

爆
笑
ラ
イ
ブ
２
０
０
９

in
行
田

グ
リ
ア
リ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

《
ア
ニ
マ
ル
浜
口
氏
来
館
！
》

古
代
蓮
会
館　
　
　
　

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
記
念
日

無
料
開
放

上 映 日 作　　品　　名

4 月11日（土） ねむれる森のひめ、ふしぎの国のアリス、アラ
ジンと魔法のランプ

4 月12 日（日） うらしま太郎、マッチうりの少女、ジャックと
まめの木

4 月18日（土） ウサギとカメ、一休さん、はなさかじいさん

4 月19 日（日） ピーターパン、いなかのねずみと町のねずみ、
白鳥のみずうみ

4月25日（土） たからじま、ひつじかいの少年、ピノキオ

4 月26日（日） かぐやひめ、かさじぞう、つるのおんがえし

4月29日（水） ガリバー旅行記、ゆきの女王、アリババのぼう
けん

▶上映時間　午前11時～、午後2時～（各回30分）
▶上映場所　古代蓮会館研修工作室
▶そ の 他　入館料（大人400円、小人200円）
　　　　　　が必要です。

古 代 蓮 会 館
アニメ上映会



　

昨
年
10
月
号
で
紹
介
し
た
十
万

石
ふ
く
さ
や
行
田
本
店
の
国
道

１
２
５
号
線
を
挟
ん
だ
向
か
い
側
、

行
田
19―

３
に
立
ち
並
ぶ
蔵
が
、

今
回
紹
介
す
る
青
柳
ス
ク
ー
ル
メ

イ
ト
㈱
の
土
蔵
群
で
す
。

　

青
柳
ス
ク
ー
ル
メ
イ
ト
㈱
は
、

江
戸
時
代
以
来
の
短
冊
形
の
細

長
い
敷
地
に
、
国
道
側
か
ら
店
蔵
（
旧
店
舗
併
用
住

宅
）、
中
庭
、
土
蔵
（
足
袋
蔵
）
屋
敷
稲
荷
、
土
蔵

（
足
袋
蔵
・
現
「
花
の
ア
オ
ヤ
ギ
」
店
舗
）
が
一
列

に
並
ん
で
い
て
、
か
つ
て
の
行
田
の
典
型
的
な
商
家

の
建
物
配
置
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
前
半
の
建
築
と
思
わ
れ
る
店
蔵
は
、
国

道
拡
張
の
際
に
店
舗
部
分
前
面
が
切
り
落
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
店
舗
部
分
と
住
宅
部
分
が
Ｌ
字
形
に
つ

な
が
り
、
西
側
の
み
壁
を
漆し
っ
く
い喰

で
塗
り
込
め
た
行
田

特
有
の
“
半
蔵
造
り
”
の
店
蔵
と
し
て
貴
重
な
存
在

で
す
。
以
前
紹
介
し
た
忠
次
郎
蔵
と
今
津
印
刷
所
の

店
蔵
は
、
店
舗
部
分
は
完
全
な
蔵
造
り
で
し
た
が
、

こ
の
店
蔵
は
店
舗
部
分
も
“
半
蔵
造
り
”
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

レ
ン
ガ
塀
で
目
隠
し
さ
れ
た
中
庭
を
挟
ん
で
南
側

に
建
つ
東
西
３
間
、
南
北
８
間
の
大
型
の
土
蔵
（
足

袋
蔵
）
は
、
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
２
月
13
日
に

棟
上
げ
さ
れ
、
明
治
32
年
（
１
８
９
９
）
に
青
柳
家

の
先
々
代
常
吉
が
前
所
有
者
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の

で
す
。
現
存
す
る
行
田
の
足
袋
蔵
の
大
部
分
は
、
明

治
30
年
代
以
降
に
当
初

か
ら
足
袋
倉
庫
と
し
て

建
て
ら
れ
た
も
の
で
す

が
、
そ
れ
以
前
に
建
て

ら
れ
た
足
袋
蔵
は
反
対

に
、
ほ
と
ん
ど
が
別
用
途
で
建
て
ら
れ
た
蔵
を
、
後

に
足
袋
倉
庫
と
し
て
転
用
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
土

蔵
は
そ
う
し
た
転
用
さ
れ
た
足
袋
蔵
を
代
表
す
る
明

治
初
期
の
貴
重
な
近
代
化
遺
産
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
蔵
を
譲
り
受
け
た
青
柳
常
吉
は
、
明
治
６
年

（
１
８
７
３
）
に
足
袋
製
造
を
始
め
、
明
治
中
ご
ろ
に

は
ミ
シ
ン
を
導
入
、「
道
風
足
袋
」
な
ど
の
商
標
を
掲

げ
て
販
路
を
拡
大
し
て
成
功
を
収
め
ま
し
た
。
そ
の

後
大
正
10
年
（
１
９
２
１
）
に
は
青
柳
合
資
会
社
を

設
立
、
大
正
15
年
（
１
９
２
６
）
に
は
現
店
舗
の
土

蔵
を
建
設
し
て
全
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

土
蔵
と
土
蔵
の
間
に
建
て
ら
れ
た
屋
敷
稲
荷
も
、
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材料（２人分）
米…１合　酒…大さじ１　昆布…１cm ×５cm　水…160ml　にんじん…
40g　ちりめんじゃこ…10g　バター…少々　あさつき…１本

作り方
①米はとぎ、ざるにあげておく。にんじんはみじん切り、あさつきは小口切

りにする。
②炊飯釜に、米・酒・水・昆布・にんじん・ちりめんじゃこを混ぜて炊く。
③炊き上がったら昆布を取り出しバターを加え、へらで全体をさっくり混ぜ

る。昆布はみじん切りにする。
④茶わんに盛り付け、昆布とあさつきを散らす。

… いつでも作れる簡単ごはん …
に ん じ ゃ こ ご は ん

栄養成分（１人分）
エネルギー281kcal　たんぱく質7.6g　脂質1.7g 
炭水化物 6.1g　食塩相当量 0.3g　カルシウム120mg

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。 
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご連絡
　ください。
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環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

No.73
　春と秋に旬を迎えるにんじんは、抗酸化作用の強いビタミンＡやビタミンＣを含みます。
特にビタミンＡは油と一緒に調理することで、皮膚や粘膜を丈夫にし、体の抵抗力を高め
ます。ちりめんじゃこは、カルシウムが豊富な食品です。
　この「にんじゃこごはん」は、にんじんをすりおろさないので特有の香りも気になりま
せん。また、ちりめんじゃことバターを加えるので、うまみと香りが増します。ちりめんじゃ
こは、しらすに変えても良いでしょう。また、あさつきの代わりにごま、みつば、青じそ
などにすると一年中楽しめます。

　３月19日、太田東小学校で行われた学校給食交流会。３年生の児童
16人と学校給食に農産物を提供している生産者たちとが一緒に給食を食
べながら交流を図り、農産物に対する安心感を深めました。
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